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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仕切壁で仕切った部屋の出入口を開閉する開き扉を袖壁に外開き可能に軸釣し、閉時は
袖壁と直列に並んだ閉位置に支持する扉構造体において、開時は当接部材の袖壁又は袖壁
間に渡した笠木に当てて開き扉の袖壁に対する外開き角度を直角に規制する戸当り装置で
あって、
　開き扉の上端に固定する一端側の支持部と、該支持部から開き扉に対し平行な向きに屈
曲した他端側のアーム部とからなる支持アームと、
　該支持アームの先端に前記アーム部の長さ方向に移動可能に装着する可動戸当りと、
　常態時は、該可動戸当りを前記当接部材に当たる方向へばね付勢する一方、開時、その
ばね付勢力に抗して前記可動戸当りが前記該当接部材に押し当たると、開き扉の回転を減
速する制動力を発生する付勢ばねと、
　前記可動戸当りを前記支持アームの開き扉と平行な前記アーム部の長さ方向に案内する
ガイド手段とを備え、
　該ガイド手段は、
　前記支持アームのアーム部に長さ方向に沿ってガイド溝を設け、そのガイド溝に前記可
動戸当りに突設したガイド軸を係合し、開時は、通常、該ガイド軸を前記ガイド溝の片側
溝縁に当てて前記可動戸当りを外開き角度が直角の外開き規制位置に止めて保持する一方
、開き扉が前記外開き角度を越えて押し開かれるときは、前記可動戸当りが前記付勢ばね
に抗して押し込まれる外力の大きさに応じて前記外開き規制位置から一定ストローク後退
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するように前記ガイド軸の係合する前記ガイド溝を細長く形成してなることを特徴とする
、戸当り装置。
【請求項２】
　前記支持アームは、開き扉の上端において、閉時、袖壁と直列に並ぶ開き扉に対して前
記アーム部が平行な向きに屈曲した状態で室内側に配置されるように取り付けてなること
を特徴とする、請求項１に記載の戸当り装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トイレブース等において、外開き可能に軸釣した開き扉を戸当りに当てて開
位置に保持し、開き扉の外開き角度を規制する戸当り装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、トイレブース等において、仕切壁で仕切った各トイレ室の出入口を開閉する開き
扉は、袖壁や扉枠等にヒンジ金具により回転可能に軸釣し、閉時は袖壁と直列に並んだ閉
位置に支持してトイレ室の外側一面をパネルで面一に形成し、見栄え良く構築される。
【０００３】
　そこで、従来の戸当り装置では、開き扉をヒンジ金具により袖壁に内開き可能に軸釣さ
れている場合には、通常、開き扉を内側に開くと、開き扉に取り付けた戸当りを、構造上
比較的強度のあるトイレ室の仕切壁に直角に当てて内開き角度を規制している。
【０００４】
　ところが、従来、トイレブースでも、開き扉が掃除道具等を収納する物置の扉のように
外開き構造の場合には、仕切壁を利用することができないので、外側一面を開き扉と共に
面一に形成する袖パネルや袖パネル間に渡した笠木等に、戸当りを当てて外開き角度を規
制する戸当り構造にしたものがある。その種の戸当りは、袖パネル等に取り付ける取着部
と保持部を有し、保持部に緩衝用にゴム板を取り付けて保持する構造になっている（特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－１５１６１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、従来の外開き扉の戸当りでは、ゴム板を当てて衝撃を緩衝しようとしても、
内部が中空の袖パネルや細長い笠木など比較的低強度の部材に当てて支えるため、これで
は外開き規制角度を越える勢いで開き扉を強引に押し開く大きな外力が加わると、そのと
きに受ける激しい衝撃を十分に緩衝することができず、その結果、ヒンジやアングル等の
ヒンジ金具が壊れたり、場合によっては開き扉が外れて壊れてしまうという課題があった
。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、外開き開き扉の戸当り装置において、開き扉を強い力で押し
開く大きな外力が加わっても、そのときに受ける激しい衝撃を十分に緩衝して開き扉やヒ
ンジ金具など扉周りを壊れないように保護することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、たとえば以下に示す図示実施の形態のとおり、仕切壁で仕切
った部屋の出入口を開閉する開き扉Ｄを外開き可能に軸釣し、閉時は袖壁１１・１２と直
列に並んだ閉位置に支持する扉構造体において、開時は当接部材の袖壁１１又は袖壁１１
・１２間に渡した笠木１３に当てて開き扉Ｄの袖壁１１・１２に対する外開き角度を直角
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に規制する戸当り装置Ｒであって、開き扉Ｄの上端に固定する一端側の支持部１５と、該
支持部１５から開き扉Ｄに対し平行な向きに屈曲した他端側のアーム部２０とからなる支
持アームＳと、該支持アームＳの先端に前記アーム部２０の長さ方向に移動可能に係合す
る可動戸当りＡと、常態時は、該可動戸当りＡを前記当接部材に当たる方向へばね付勢す
る一方、開時、そのばね付勢力に抗して前記可動戸当りＡが前記該当接部材に押し当たる
と、開き扉の回転を減速する制動力を発生する付勢ばねＢと、前記可動戸当りＡを前記支
持アームＳの開き扉と平行な前記アーム部２０の長さ方向に案内するガイド手段Ｇとを備
え、該ガイド手段Ｇは、前記支持アームＳのアーム部２０に長さ方向に沿ってガイド溝２
５を設け、そのガイド溝２５に前記可動戸当りＡに突設したガイド軸４０を係合し、開時
は、通常、該ガイド軸４０を前記ガイド溝２５の片側溝縁に当てて前記可動戸当りＡを外
開き角度が直角の外開き規制位置に止めて保持する一方、開き扉が前記外開き角度を越え
て押し開かれるときは、前記可動戸当りＡが前記付勢ばねＢに抗して押し込まれる外力の
大きさに応じて前記外開き規制位置から一定ストローク後退するように前記ガイド軸４０
の係合する前記ガイド溝２５を細長く形成してなることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の戸当り装置Ｒにおいて、たとえば以下に示
す図示実施の形態のとおり、前記支持アームＳは、開き扉Ｄの上端において、閉時、袖壁
１１・１２と直列に並ぶ開き扉Ｄに対して前記アーム部２０が平行な向きに屈曲した状態
で室内側に配置されるように取り付けてなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に記載の発明によれば、開時、開き扉は外開き規制角度を越える勢いで、乱暴
に開け放たれたり強引に押し開けられたりすることがあるが、そのように強い力で開き扉
を激しく押し開けたために可動戸当りが笠木等の当接部材に激突したとしても、可動戸当
りは、付勢ばねのばね付勢力に対抗して押し込まれるから、それに従いばね付勢力が働い
て開き扉が開成する回転速度を減速すると共に、開き扉を減速しながら、可動戸当りを、
押し込む外力の大きさに応じて外開き規制位置からガイド手段の案内で一定ストローク後
退し、このように付勢ばねでブレーキを掛けながら後ろに逃がすから、その間に、可動戸
当りが当接部材に激突した時の強い衝撃を吸収して効果的に緩衝することができ、その結
果、開き扉を乱暴に開けることにより扉やヒンジ金具など扉周りが壊れないように保護す
ることができる。
【００１１】
　　請求項２に記載の発明よれば、戸当り装置は、閉時は開き扉を袖壁と直列に並んだ閉
位置に支持して部室の外側一面をパネルで面一に形成する扉構造体に対し、外側に出っ張
って配置されず、外側から見えないように内側に納めることにより、扉周りの見栄えが低
下するのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一例である戸当り装置の構造を、（Ａ）外開き規制角度での戸当り状態
と（Ｂ）外開き規制角度を越えた衝撃緩衝状態において比較して示す縦断面図である。
【図２】同戸当り装置を適用した扉構造体を、開き扉を閉時に袖壁と直列に並んだ閉位置
に支持する状態において示す斜視図である。
【図３】同扉構造体を開き扉の外開き規制角度での戸当り状態において示す斜視図である
。
【図４】本発明の戸当り装置の分解斜視図である。
【図５】同戸当り装置の図４とは向きを変えて示す分解斜視図である。
【図６】（Ａ）本発明の戸当り装置を、外開き規制角度での戸当り状態において示す組立
斜視図、（Ｂ）外開き規制角度を越えた衝撃緩衝状態において示す組立斜視図である。
【図７】本発明の他例である戸当り装置を適用した扉構造体を開き扉の外開き規制角度で
の戸当り状態において示す斜視図である。
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【図８】同戸当り装置を適用した扉構造体を、開き扉を閉時に袖壁と直列に並んだ閉位置
に支持する状態において示す斜視図である。
【図９】同他例の戸当り装置の分解斜視図である。
【図１０】同他例の戸当り装置を、（Ａ）外開き規制角度での戸当り状態と（Ｂ）外開き
規制角度を越えた衝撃緩衝状態において比較して示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。
【００１４】
　図１は本発明の一例である戸当り装置の構造を（Ａ）外開き規制角度での戸当り状態と
（Ｂ）外開き規制角度を越えた衝撃緩衝状態において比較して示し、図２は扉構造体を開
き扉の閉時に袖壁と直列に並んだ閉位置に支持する状態で示し、図３は同扉構造体を開き
扉の外開き規制角度での戸当り状態において示す。
【００１５】
　扉構造体は、間に矩形な開口部Ｃを開けて床Ｆ上に支持脚１０で支えるパネル状の袖壁
１１・１２と、袖壁１１・１２間に渡して袖壁１１・１２を連結する笠木１３と、一側の
袖壁１１に釣元側を上下のヒンジ金具１４ａ・１４ｂで回転自在に軸釣した開き扉Ｄとを
備えたトイレブースの扉構造体である。開き扉Ｄは、図示省略したが、仕切壁で仕切った
トイレ室の出入口（開口部Ｃ）を開閉するパネルで、袖壁１１に外開き可能に軸釣し、閉
時は袖壁１１・１２と直列に並んだ閉位置に支持される。開き扉Ｄの外側（室外側）のパ
ネル面に表示器付取手ｈが取り付けられている。本発明の戸当り装置Ｒは、図示扉構造体
に適用し、開時は開き扉Ｄが広角に開き過ぎて邪魔にならないように、外開き角度を当接
部材の袖壁１１・１２に対して好ましい良い直角に規制する。
【００１６】
　そのため、戸当り装置Ｒは、開き扉Ｄの上端に取り付ける支持アームＳと、支持アーム
Ｓに装着する可動戸当りＡと、可動戸当りＡに制動力を及ぼす付勢ばねＢと、可動戸当り
Ａの動作を案内するガイド手段Ｇを備える。
【００１７】
　支持アームＳは、図４および図５に示すように、略Ｊ状に屈曲した金属製のアングル板
で、一端側の支持部１５と他端側の長手なアーム部２０とからなる。支持部１５は、複数
のビス穴を有し、基端に、その端縁を図中下向きに曲げて掛け止め部１５ａを有する。ア
ーム部２０は、先端に、その端縁を図中上向きに曲げ起して押圧部２０ａを形成すると共
に、押圧部２０ａの支持部１５寄りに長手方向に沿って細長いガイド溝２５が設けられて
いる。押圧部２０ａには、一対のガイド穴３０を横に並設している。
【００１８】
　可動戸当りＡは、樹脂製の戸当り本体１８と、緩衝パッド１９からなる。戸当り本体１
８は、略箱形をなし、正面側の戸当り面に緩衝パッド１９を取り付ける取付凹部１８ａを
形成する一方、背面側にばね取付凹部１８ｂを形成し、両側面の底面側に平行な凸条レー
ル部１８ｃが設けられている。戸当り面には、取付凹部１８ａの上側に横長凸条の係合リ
ブ１７を凸設し、ばね取付凹部１８ｂには、押圧部２０ａのガイド穴３０に対応する一対
のガイドピン３５を突設し、底部にはガイド軸４０の上端を軸着して垂下している。緩衝
パッド１９は、例えばゴム製で、正面側の戸当り面１９ａを湾曲面で形成し、背面側に戸
当り本体１８側の係合リブ１７と対応する係合溝１９ｂが凹設されている。そこで、可動
戸当りＡは、係合溝１９ｂに係合リブ１７を係合して戸当り本体１８に緩衝パッド１９を
組み付けてなる（図１参照）。緩衝パッド１９は、クッション性能がある材質であれば、
ゴムに限らず、樹脂材やスポンジ材など、適宜の弾性材を用いることができる。
【００１９】
　この可動戸当りＡの付勢ばねＢとして、図示例では、一対の圧縮コイルばねを用いる。
一方、可動戸当りＡの動作を案内するガイド手段Ｇは、図４および図５に示すように、上
述した支持アームＳに設けるガイド溝２５、ガイド穴３０と、可動戸当りＡに設けるガイ
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ドピン３５とガイド軸４０とで構成する。
【００２０】
　そこで、戸当り装置Ｒは、付勢ばねの圧縮コイルばねＢをガイドピン３５に巻装し、圧
縮コイルばねＢをいったん圧縮させてガイドピン３５の先端を支持アームＳのガイド穴３
０に嵌合し、ガイド軸４０はガイド溝２５に係合し、凸条レール部１８ｃをアーム部２０
の両側縁に係合することにより、図６に示すように、可動戸当りＡをアーム部２０の長さ
方向に移動可能に支持アームＳの先端に装着して組み立てる。すると、戸当り装置Ｒは、
図１（Ａ）および図６（Ａ）に示すように、ガイド手段Ｇのガイド軸４０をガイド溝２５
の溝縁に当てて、可動戸当りＡを、開き扉Ｄの外開き角度を規制する外開き規制位置に止
めて保持する。従って、戸当り装置Ｒは、図１（Ｂ）および図６（Ｂ）に示すように、圧
縮コイルばね（付勢ばね）Ｂのばね付勢力（制動力）に対抗して可動戸当りＡが押し込ま
れると、その押し込み外力の大きさに応じて外開き規制位置から一定ストローク後退する
ように、ガイド手段Ｇのガイド溝２５にガイド軸４０を係合し、ガイド穴３０にガイドピ
ン３５を嵌合して案内する構成になっている。
【００２１】
　この第１実施形態の戸当り装置Ｒは、図２に示すように、開き扉Ｄの上端において、外
側（室外側）の扉側縁に掛け止め部１５ａを掛けて支持アームＳの支持部１５をビスで固
定し、閉時、袖壁１１・１２と直列に並ぶ開き扉Ｄに対してアーム部２０が平行な向きに
屈曲した状態で内側（室内側）に配置されるように取り付ける。従って、第１実施形態の
戸当り装置Ｒは、閉時は開き扉Ｄを袖壁１１・１２と直列に並んだ閉位置に支持してトイ
レ室の外側一面をパネルで面一に形成する扉構造体において、外側に出っ張って配置され
ず、外側から見えないように内側に納めて扉周りの見栄えが低下しない構造になっている
。
【００２２】
　さて、上述した構成の戸当り装置Ｒは、室内側から開き扉Ｄを図２中矢示する外側に回
転して開けたとき、開き扉Ｄと一体に回動し、図３に示すように、開き扉Ｄが袖壁１１・
１２に対して直角な外開き規制角度だけ回転すると、可動戸当りＡの緩衝パッド１９が笠
木１３に押し当って開き扉Ｄの回転を止め、開き扉Ｄが広角に開き過ぎないように外開き
度を袖壁１１・１２に対して直角に規制する。そのとき、可動戸当りＡは、圧縮コイルば
ね（付勢ばね）Ｂのばね付勢力に対抗して笠木１３に押し当たるために制動力が働いて、
可動戸当りＡが笠木１３に押し当たった時の衝撃は緩衝される。同時に、戸当り本体１８
に取り付けた緩衝パッド１９が笠木１３に当たるために、当たった時の衝撃は緩衝パッド
１９によっても緩衝される。
【００２３】
　ところが、開時、場合によって、開き扉Ｄは外開き規制角度を越える勢いで、乱暴に開
け放たれたり強引に押し開けられたりすることがある。しかし、本発明による戸当り装置
Ｒでは、そのように強い力で開き扉Ｄを激しく押し開けたために可動戸当りＡが笠木１３
に激突したとしても、図１（Ｂ）および図６（Ｂ）に示すように、可動戸当りＡは、支持
アームＳの押圧部２０ａに押されて、圧縮コイルばね（付勢ばね）Ｂのばね付勢力に抗し
て押し込まれるから、それに従い制動力が働いて開き扉Ｄが開成する回転速度を減速する
と共に、開き扉Ｄを減速しながら、可動戸当りＡを、押し込む外力の大きさに応じて外開
き規制位置からガイド手段Ｇの案内で一定ストローク後退し、このように制動手段Ｂでブ
レーキを掛けながら後ろに逃がすから、その間に、可動戸当りＡが笠木１３に激突した時
の強い衝撃を吸収して効果的に緩衝することができ、その結果、開き扉を乱暴に開けるこ
とにより扉やヒンジ金具など扉周りが壊れないように保護することができる。
【００２４】
　上述した第１実施形態の戸当り装置Ｒは、開き扉Ｄを外側に回転して開けたとき、可動
戸当りＡを笠木１３に当てて開き扉Ｄの回転を止め、開き扉Ｄの外開き角度を袖壁１１・
１２に対して直角に規制する。しかし、本発明は、図７に示す第２実施形態の戸当り装置
Ｒ´にように、可動戸当りＡ´を袖壁１１に当てて開き扉Ｄの回転を止め、開き扉Ｄの外
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開き角度を規制する構成にすることもできる。従って、たとえ開き扉の扉構造体に笠木１
３を備えない場合であっても、開き扉Ｄの外開き角度を規制することができる。
【００２５】
　そこで、第２実施形態に係る戸当り装置Ｒ´を、図７～図１０に沿って以下に説明する
。なお、第２実施形態において、第１実施形態の戸当り装置Ｒと同一の構成は同じ符号を
付して説明する。
【００２６】
　第２実施形態の戸当り装置Ｒ´において、支持アームＳは、図９に示すように、略Ｌ状
に屈曲した金属製のアングル板で、一端側の支持部１５と他端側の短手なアーム部２０と
からなる。アーム部２０は、先端に、その端縁の両側に一対の係止凸部２０ｂを突設する
と共に、係止凸部２０ｂの支持部１５寄りに長手方向に沿って細長いガイド溝２５が設け
られている。
【００２７】
　可動戸当りＡ´は、樹脂製で、正面の戸当り面５０を湾曲面で形成する一方、その反対
側に支持アームＳの差込口を開けた扁平なキャップ状に成形し、図中上下の平面部と底面
部には、その間を貫通するガイド軸４０の取付穴５５が設けられている。制動手段Ｂの一
対の圧縮コイルばねは、ばね取付具４５を介して支持アームＳの先端に装着する。ばね取
付具４５は、取付ベース３９上に一対のガイドピン３５を立設してなる。取付ベース３９
には、長さ方向両端に支持アームＳの係止凸部２０ｂと対応する係止凹部３９ａが凹設さ
れている。可動戸当りＡ´の動作を案内するガイド手段Ｇは、支持アームＳに備えるガイ
ド溝２５、ガイドピン３５と、可動戸当りＡ´に備えるガイド軸４０とで構成する。
【００２８】
　そこで、第２実施形態の戸当り装置Ｒ´は、支持アームＳの係止凸部２０ｂを係止凹部
３９ａに嵌め込んでばね取付具４５を支持アームＳの先端に装着し、ガイドピン３５に制
動手段の圧縮コイルばねＢを巻装してから、可動戸当りＡ´を被せて、圧縮コイルばねＢ
をいったん圧縮状態にし、その間にガイド軸４０を取付穴５５に通してガイド溝２５に係
合し、図１０（Ａ）に示すように、可動戸当りＡ´をアーム部２０の長さ方向に移動可能
に支持アームＳの先端に装着して組み立てる。すると、戸当り装置Ｒ´は、ガイド手段Ｇ
のガイド軸４０を、ガイド溝２５の片側溝縁に当てて、可動戸当りＡ´を、開き扉Ｄの外
開き角度を規制する外開き規制位置に止めて保持する。従って、第２実施形態の戸当り装
置Ｒ´は、図１０（Ｂ）に示すように、圧縮コイルばね（制動手段）Ｂのばね付勢力（制
動力）に対抗して可動戸当りＡ´が押し込まれると、その押し込み外力の大きさに応じて
外開き規制位置から一定ストローク後退するように、ガイド手段Ｇのガイド溝２５にガイ
ド軸４０を係合して案内する構成になっている。
【００２９】
　この第２実施形態の戸当り装置Ｒ´は、図８に示すように、開き扉Ｄの上端において、
支持アームＳの支持部１５をビスで固定し、閉時、袖壁１１・１２と直列に並ぶ開き扉Ｄ
に対してアーム部２０が平行な向きに屈曲した状態で外側（室外側）に配置されるように
取り付ける。
【００３０】
　さて、上述した構成の戸当り装置Ｒ´は、室内側から開き扉Ｄを図８中矢示する外側に
回転して開けたとき、開き扉Ｄと一体に回動し、図７に示すように、開き扉Ｄが当接部材
の袖壁１１・１２に対して直角な外開き規制角度だけ回転すると、可動戸当りＡ´の戸当
り面５０が袖壁１１に押し当って開き扉Ｄの回転を止め、開き扉Ｄが広角に開き過ぎない
ように外開き度を袖壁１１・１２に対して直角に規制する。そのとき、可動戸当りＡ´は
、圧縮コイルばね（付勢ばね）Ｂのばね付勢力に対抗して袖壁１１に押し当たるために制
動力が働いて、可動戸当りＡ´が袖壁１１に押し当たった時の衝撃は緩衝される。同時に
、樹脂製キャップ形状の可動戸当りＡ´が袖壁１１に当たるために、当たった時の衝撃は
可動戸当りＡ´自体の材質・形状によっても緩衝される。
【００３１】
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　ところが、開時、場合によって、開き扉Ｄは外開き規制角度を越える勢いで、乱暴に開
け放たれたり強引に押し開けられたりすることがあるが、他例の戸当り装置Ｒ´でも、そ
のように強い力で開き扉Ｄを激しく押し開けたために可動戸当りＡ´が袖壁１１に激突し
たとしても、図１０（Ｂ）に示すように、可動戸当りＡ´は、支持アームＳに圧縮コイル
ばね（制動手段）Ｂのばね付勢力に対抗して押し込まれるから、それに従い制動力が働い
て開き扉Ｄが開成する回転速度を減速すると共に、開き扉Ｄを減速しながら、可動戸当り
Ａ´を、押し込む外力の大きさに応じて外開き規制位置からガイド手段Ｇの案内で一定ス
トローク後退し、このように付勢ばねＢでブレーキを掛けながら後ろに逃がすから、その
間に、可動戸当りＡ´が袖壁１１に激突した時の強い衝撃を吸収して効果的に緩衝するこ
とができ、その結果、開き扉を乱暴に開けることにより扉やヒンジ金具など扉周りが壊れ
ないように保護することができる。
【００３２】
　なお、以上の図示実施の形態では、制動手段Ｂとして圧縮コイルばねを用いたが、本発
明は、それに限らず、その他のばね、ゴム、スポンジ等の弾性材などを用いて構成するこ
ともできる。
【符号の説明】
【００３３】
Ａ・Ａ´　　　　可動戸当り
Ｂ　　　　　　　付勢ばね
Ｄ　　　　　　　開き扉
Ｇ　　　　　　　ガイド手段
Ｒ・Ｒ´　　　　戸当り装置
Ｓ　　　　　　　支持アーム
１１・１２　　　袖壁
１３　　　　　　笠木
１５　　　　　　支持部
２０　　　　　　アーム部
２５　　　　　　ガイド溝
３０　　　　　　ガイド穴
３５　　　　　　ガイドピン
４０　　　　　　ガイド軸
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